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２
０
１
６
年
度
の
「
Ｓ

Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
見
本
市
」が
、

16
日
に
神
戸
市
の
神
戸
国

際
展
示
場
で
開
催
さ
れ

る
。
東
日
本
大
震
災
以
降

に
開
催
さ
れ
た
見
本
市
と

し
て
は
最
高
と
な
る
55
社

・
団
体
が
56
ブ
ー
ス
を
出

展
し
、
Ｓ
Ｓ
関
連
機
器
の

展
示
や
新
た
な
収
益
商
品

の
提
案
な
ど
を
行
う
。
今

年
は
全
石
連
近
畿
支
部
の

尽
力
に
よ
り
、
新
規
出
展

が
16
社
・
団
体
に
及
ん
だ

ほ
か
、
Ｓ
Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
見

本
市
と
し
て
は
初
め
て
、

ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

の
普
及
・
拡
大
に
取
り
組

む
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル

普
及
促
進
協
議
会
が
試
乗

会
を
実
施
す
る
な
ど
、
目

新
し
い
取
り
組
み

も
注
目
さ
れ
る
。

　

Ｓ
Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス

見
本
市
は
、
国
内

で
唯
一
か
つ
最
大

の
Ｓ
Ｓ
業
界
向
け

機
器
展
示
会
と
し

て
定
着
。
異
業
種

交
流
の
場
と
し

て
、
ま
た
Ｓ
Ｓ
業
界
関
連

の
情
報
発
信
・
収
集
の
場

と
し
て
、
大
き
な
成
果
を

収
め
て
き
た
。
05
年
の
札

幌
を
皮
切
り
に
一
昨
年
の

郡
山
（
東
北
支
部
）
で
全

国
を
一
巡
、
昨
年
の
広
島

は
２
度
目
の
開
催
と
な
っ

た
。
07
年
に
は
滋
賀
県
大

津
市
で
開
催
さ
れ
て
お

り
、
近
畿
地
区
と
し
て
も

今
回
の
神
戸
が
２
度
目
の

開
催
だ
。

　

今
年
度
は
16
日
、
神
戸

市
の
「
神
戸
国
際
展
示
場

２
号
館
１
階
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
」
で
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

開
催
さ
れ
る
。
Ａ
ブ
ー
ス

（
大
型
）
６
社
、
Ｂ
ブ
ー

ス
（
中
型
）
13
社
１
団
体
、

Ｃ
ブ
ー
ス
（
小
型
）
32
社

３
団
体
、
合
計
51
社
４
団

体
が
56
ブ
ー
ス
を
出
展
。

こ
の
う
ち
、
近
畿
支
部
の

紹
介
に
よ
る
出
展
が
12
社

に
も
及
ん
だ
ほ
か
、
こ
れ

以
外
に
も
３
社
１
団
体
が

新
た
に
出
展
す
る
な
ど
、

新
規
性
の
高
い
見
本
市
と

な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
今
回
は
、
ク
リ

ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
普
及
促

進
協
議
会
が
、
Ｓ
Ｓ
ビ
ジ

ネ
ス
見
本
市
と
し
て
は
初

め
て
会
場
周
辺
で
試
乗
会

を
実
施
（
雨
天
中
止
の
場

合
あ
り
）
。
協
議
会
会
員

の
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ

が
Ｇ
Ｌ
Ｓ
３
５
０
ｄ
４
Ｍ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
・
Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

ｓ
、
マ
ツ
ダ
が
デ
ミ
オ
Ｘ

Ｄ
を
そ
れ
ぞ
れ
試
乗
会
用

に
準
備
す
る
こ
と
か
ら
例

年
に
も
増
し
て
参
加
者
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

隣
接
す
る
神
戸
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
「
大
輪
田
の

間
」
で
は
同
日
、
全
石
連

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
の
石
油
組
合
幹
部
が

多
数
出
席
し
て
見
本
市
会

場
に
も
足
を
運
ぶ
ほ
か
、

近
畿
地
区
か
ら
も
多
く
の

Ｓ
Ｓ
関
係
者
が
見
本
市
会

場
を
訪
れ
る
た
め
、
参
加

者
は
１
５
０
０
人
近
く
に

達
す
る
と
見
込
ま
れ
る
な

ど
、
大
き
な
盛
り
上
が
り

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
石
油
協
会
は
16
日

か
ら
、
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
拠
点
整
備
事
業
」

の
第
３
回
申
請
受
付
を
開

始
す
る
。
地
下
タ
ン
ク
の

撤
去
に
係
る
費
用
を
支
援

す
る
ほ
か
、
経
営
基
盤
強

化
に
向
け
た
Ｓ
Ｓ
地
下
タ

ン
ク
の
入
換
（
大
型
化
）

お
よ
び
入
換
に
伴
う
自
家

発
電
機
の
導
入
や
Ｆ
Ｒ
Ｐ

内
面
補
強
な
ど
の
漏
洩
防

止
対
策
に
係
る
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
。

　

ま
た
、
過
疎
地
域
な
ど

に
お
け
る
需
要
の
変
化
に

応
じ
た
簡
易
計
量
機
の
設

置
な
ど
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
。
さ
ら

に
、
需
要
減
が
顕
在
化
し

て
い
る
過
疎
地
域
な
ど
で

の
石
油
製
品
供
給
拠
点
を

維
持
・
強
化
す
る
た
め
、

経
営
基
盤
強
化
に
向
け
複

数
事
業
者
な
ど
が
行
う
Ｓ

Ｓ
の
統
合
・
集
約
・
移
転

の
際
の
地
下
タ
ン
ク
の
設

置
な
ど
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
。
申
請

締
切
は
い
ず
れ
も
30
日
。

　

な
お
、
予
算
額
（
８
・

６
億
円
）
を
消
化
し
た
場

合
、
次
回
以
降
の
受
付
は

行
わ
な
い
。

　

火
災
事
故
の
内
訳
を
み

る
と
、
一
般
取
扱
所
が
１

５
６
件
で
最
も
多
く
、
次

い
で
製
造
所
28
件
、
給
油

取
扱
所
が
19
件
の
順
で
続

い
た
。
最
近
５
年
間
を
み

て
も
こ
の
３
施
設
が
上
位

を
占
め
て
い
る
。
給
油
取

扱
所
は
、
Ｓ
Ｓ
数
が
年
々

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
事
故
発
生
の

危
険
性
が
高
い
水
準
に
あ

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な

っ
た
。
１
件
あ
た
り
の
損

害
額
は
40
万
円
と
比
較
的

軽
微
で
あ
る
も
の
の
、
前

年
の
23
万
円
を
上
回
っ

た
。
死
者
は
０
人
だ
が
、

負
傷
者
が
３
人
出
た
。

　

発
生
原
因
を
み
る
と
、

「
誤
操
作
」（
５
件
）、「
維

持
管
理
不
十
分
」（
３
件
）、

「
操
作
確
認
不
十
分
」（
２

件
）
な
ど
の
人
的
要
因
が

11
件
あ
り
、
全
体
の
５
割

を
超
え
る
。

　

一
方
、
油
漏
洩
な
ど
を

含
む
流
出
事
故
で
は
、
一

般
取
扱
所
が
１
０
０
件
で

最
も
多
く
、
次
い
で
屋
外

タ
ン
ク
貯
蔵
所
64
件
、
給

油
取
扱
所
61
件
、
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
な
ど
を
含
む
移

動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
46
件
の

順
だ
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
給
油
取
扱

所
の
流
出
事
故
は
前
年
を

下
回
っ
た
。
経
年
地
下
タ

ン
ク
の
漏
洩
防
止
対
策
を

義
務
づ
け
る
消
防
法
改
正

省
令
が
２
０
１
１
年
２
月

１
日
に
施
行
し
た
こ
と
に

加
え
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
内
面
ラ
イ

ニ
ン
グ
な
ど
の
地
下
タ
ン

ク
の
漏
洩
防
止
対
策
に
対

す
る
国
の
支
援
制
度
な
ど

も
あ
っ
て
、
漏
洩
防
止
対

策
に
取
り
組
む
動
き
が
活

発
化
し
て
い
る
こ
と
も
背

景
に
あ
り
そ
う
だ
。
給
油

取
扱
所
１
件
あ
た
り
の
損

害
額
も
19
万
円
減
の
56
万

円
と
減
少
し
た
が
、
負
傷

者
が
２
人
出
た
。

　

ま
た
、
移
動
タ
ン
ク
貯

蔵
所
の
流
出
事
故
は
29
件

減
の
46
件
と
な
っ
た
。
１

件
あ
た
り
の
損
害
額
も
29

万
円
減
の
54
万
円
だ
っ
た

が
、
死
者
が
２
人
、
負
傷

者
が
２
人
と
人
的
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。

　

発
生
原
因
を
み
る
と
、

給
油
取
扱
所
で
は
「
監
視

不
十
分
」（
12
件
）
、「
操

作
確
認
不
十
分
」（
９
件
）、

「
誤
操
作
」
（
５
件
）
な

ど
人
的
要
因
が
30
件
に
上

る
が
、
「
腐
食
疲
労
等
劣

化
」
（
18
件
）
も
依
然
高

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
で

は
、
交
通
事
故
が
９
件
の

ほ
か
、
「
誤
操
作
」
「
操

作
未
実
施
」（
各
８
件
）
、

「
操
作
確
認
不
十
分
」（
７

件
）
な
ど
、
人
的
要
因
が

29
件
に
上
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
火
災
や
危

険
物
の
流
出
を
伴
わ
な
い

破
損
や
交
通
事
故
な
ど
の

事
故
が
１
７
３
件
発
生
し

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
給

油
取
扱
所
が
１
３
２
件
と

全
体
の
７
割
強
を
占
め
る

な
ど
目
立
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
給
油
取
扱
所
数

は
２
０
１
５
年
３
月
31
日

現
在
で
前
年
比
９
６
８
ヵ

所
減
の
６
万
２
０
２
２
ヵ

所
。
こ
の
う
ち
Ｓ
Ｓ
数
は

３
万
３
５
１
０
ヵ
所
で
、

全
給
油
取
扱
所
の
う
ち
Ｓ

Ｓ
が
54
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

各
地
で
開
催
さ
れ
た
総

（
代
）
会
で
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
全
石
連
東
北
支
部
は

根
本
一
彌
支
部
長
（
根
本

石
油
会
長
・
Ｊ
Ｘ
系
＝
既

報
）
、
三
重
は
亀
井
喜
久

雄
理
事
長
（
亀
井
商
事
社

　

次
号
は
15
日（
水
）付
と
17
日（
金
）付
の〝
合
併
号
〞

と
し
、
16
日（
木
）付
で
「
全
石
連
総
会
特
集
号
」
を

発
行
し
ま
す
。
20
日（
月
）付
か
ら
は
通
常
の
発
行
体

制
に
戻
り
ま
す
。
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が

先
ご
ろ
ま
と
め
た
２
０
１

４
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

実
績
（
確
報
値
）
に
よ
る

と
、
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
は
、
震
災
後
の
省
エ
ネ

の
進
展
な
ど
で
前
年
度
比

３
・
２
％
減
と
４
年
連
続

で
前
年
を
下
回
っ
た
。
企

業
・
事
業
所
他
部
門
が
３

％
減
、
家
庭
部
門
が
３
・

８
％
減
、
運
輸
部
門
が
３

・
４
％
減
と
な
る
な
ど
、

い
ず
れ
も
前
年
度
を
下
回

っ
た
。
冷
夏
・
暖
冬
な
ど

長
・
Ｊ
Ｘ
系
＝
既
報
）を
そ

れ
ぞ
れ
再
選
し
た
。ま
た
、

全
石
連
関
東
支
部
は
浜
田

忠
博
新
支
部
長
（
新
潟
シ

ェ
ル
社
長
・
昭
シ
ェ
ル
系

＝
既
報
）
を
選
出
し
た
。

　

今
週
の
卸
価
格
に
影
響

す
る
中
東
産
原
油
の
円
建

て
週
間
コ
ス
ト
は
、
前
週

比
㍑
０
・
１
円
上
昇
に
と

ど
ま
っ
た
。
た
だ
、
累
計

で
み
る
と
５
週
連
続
の
値

上
が
り
で
３
・
５
円
高
。

原
油
相
場
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
合

意
が
見
送
ら
れ
た
も
の
の

崩
れ
ず
、
欧
ブ
レ
ン
ト
に

続
き
、
米
Ｗ
Ｔ
Ｉ
も
バレル  
50

㌦
超
の
展
開
を
み
せ
た
。

近
況
10
日
の
東
商
取
ド
バ

イ
は
、
前
日
比
１
・
21
㌦

気
候
要
因
が
響
き
、
家
庭

部
門
の
減
少
が
最
大
と
な

っ
た
。

　

一
方
、
１
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
に
占
め
る
石
油
依

存
度
は
、
原
油
価
格
が
年

度
中
盤
ま
で
バレル  
１
０
０
㌦

を
超
え
る
な
ど
、
石
油
製

品
価
格
の
高
止
ま
り
で
需

要
減
が
進
ん
だ
た
め
、
１

・
１
ポ
イ
ン
ト
減
の
44
・

６
％
と
２
年
連
続
で
前
年

を
下
回
っ
た
。
た
だ
、
１

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
５
割
に

迫
る
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
の
地
位
は
不
動

だ
（
１
９
７
３
年
度
は
77

・
４
％
）
。

　

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存

度
は
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
増

の
92
・
４
％
と
４
年
連
続

で
前
年
を
上
回
り
、
74
年

度
（
93
・
０
％
）
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
当
時
の
水
準

に
迫
っ
た
。
水
力
が
増
加

し
た
も
の
の
、
す
べ
て
の

原
発
が
稼
働
停
止
し
た
た

め
、
原
子
力
比
率
が
ゼ
ロ

と
な
る
な
ど
、
非
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
量
が
減
少

し
た
こ
と
に
加
え
、
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量
も
石

油
・
石
炭
が
減
少
す
る
な

ど
、
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
総

供
給
量
も
減
少
。
減
少
幅

が
少
な
か
っ
た
化
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
シ
ェ
ア
が
浮
き

上
が
っ
た
格
好
だ
。

　

１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
内

供
給
は
４
・
５
％
減
だ
っ

た
。
天
然
ガ
ス
が
０
・
４

％
減
と
な
っ
た
ほ
か
、
石

油
も
７
・
５
％
減
、
石
炭

が
３
％
減
で
、
化
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
全
体
で
は
４
・
４

％
減
と
、
09
年
度
以
来
５

年
ぶ
り
に
前
年
を
下
回
っ

た
。

　

一
方
、
水
力
は
２
・
９

％
増
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
５
・
６
％
増
と
増
え
た

も
の
の
、
地
熱
や
未
利
用

は
前
年
を
下
回
り
、
再
生

可
能
・
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
全
体
で
は
３
・
７
％
減

と
な
っ
た
。
原
発
の
稼
働

が
ゼ
ロ
だ
っ
た
た
め
、
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
で

は
５
・
７
％
減
と
震
災
以

降
４
年
連
続
で
前
年
を
下

回
っ
た
。

安
の
47
・
70
㌦
。

　

一
方
、
国
内
の
ガ
ソ
リ

ン
陸
上
玉
は
先
週
は
ほ
ぼ

横
ば
い
で
、「
Ｓ
Ｓ
届
け
で

99
・
５
円
水
準
」（
首
都
圏

Ｓ
Ｓ
）
。
10
日
の
先
物
は

海
上
が
前
日
比
０
・
５
円

安
の
99
・
６
円
、
陸
上
も

０
・
５
円
安
の
98
・
３
円
。

◇　
　
　

◇

　

販
売
業
者
筋
に
よ
る

と
、
コ
ス
モ
先
行
は
10
日

か
ら
前
週
比
で
ガ
ソ
リ

ン
、
灯
油
、
軽
油
、
Ａ
重

油
と
も
に
据
え
置
き
。
Ｅ

Ｍ
Ｇ
外
販
は
11
日
か
ら
前

日
比
で
ガ
ソ
リ
ン
、軽
油
、

灯
油
、
Ａ
重
油
と
も
据
え

置
き
。

　

▽
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

資
源
・
燃
料
部
石
油
精
製

備
蓄
課
長
（
大
分
県
商
工

労
働
部
長
）
西
山
英
将
▽

外
務
省
在
中
華
人
民
共
和

国
日
本
国
大
使
館
公
使

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
資

源
・
燃
料
部
石
油
精
製
備

蓄
課
長
）
岩
永
正
嗣
（
10

日
付
）

最
終
エ
ネ
消
費
４
年
連
続
減
少

石
油
依
存
度
44
・
６
％
に

14年度

次
号
は
16
日「
合
併
号
」

石
油
精
製
備
蓄

課
長
に
西
山
氏

週仕切り指標のコスト変動と推計値（＊原油＝価格適用期間のＦＯＢ平均値） （円／Ｌ）

適用期間
原油

ガソリン 灯油 軽油 A重油

土～金曜 指標 先行 外販 TOCOM 指標 TOCOM 指標 TOCOM 指標

５／４週 2.05 ▲0.5 1.0 2.0 1.2 ▲0.0 1.6 ▲0.6 0.9 ▲0.5

2016年５月（前月比） 3.60 1.7 3.4 6.7 2.6 0.5 3.4 0.4 3.6 0.5

６／１週 0.18 0.8 1.5 5.0 1.3 1.0 1.8 0.6 1.6 0.2

　　２週 0.43 3.8 0.0 0.0 ▲0.4 3.8 0.2 4.7 0.2 3.8

前週実勢値 32.25 98.2 97.8 --- 99.7 40.4 41.9 41.2 41.9 38.4

前週標準仕切り推計 --- 104.0 102.9 --- 102.2 46.2 44.4 47.0 44.4 44.2

　　３週 0.14 0.2 0.0 0.0 ▲0.0 0.5 0.0 0.2 0.1 0.6

当週実勢値予測 32.39 98.5 97.8 --- 99.6 40.9 41.9 41.4 42.0 39.0

最近値 32.26 98.6 97.8 --- 99.6 40.9 41.9 41.2 42.0 38.9

　

国
内
に
お
け
る
日
本
規
格
Ｅ
Ｖ
急

速
充
電
器
の
設
置
数
が
約
６
千
６
百

基
、
６
千
５
百
ヵ
所
と
な
っ
た
。
国

道
と
県
道
の
総
延
長
距
離
で
割
る

と
、
お
お
よ
そ
30
㌔
㍍
ご
と
に
Ｅ
Ｖ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｅ
Ｖ
―
Ｓ
）
が
あ

る
計
算
と
い
う
。

　

神
奈
川
で
は
９
１
６

ヵ
所
に
対
し
て
３
６
８

ヵ
所
、
埼
玉
で
も
１
０

５
８
ヵ
所
に
対
し
て
３

２
０
ヵ
所
。
前
記
が
Ｓ

Ｓ
数
、
後
記
が
Ｅ
Ｖ
―

Ｓ
数
で
あ
り
、
最
多
の

神
奈
川
で
は
Ｓ
Ｓ
数
の
３
分
の
１
以

上
に
達
し
、
お
お
よ
そ
５
㌔
ご
と
に

Ｅ
Ｖ
―
Ｓ
が
あ
る
計
算
に
な
る
。
埼

玉
、
東
京
、
大
阪
で
も
10
㌔
ご
と
に

あ
る
密
度
に
な
る
。
国
が
２
０
１
２

年
度
の
補
正
予
算
で
１
０
０
５
億
円

を
措
置
す
る
な
ど
し
て
後
押
し
し
、

充
電
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
加
速
し
た

も
の
で
、
あ
と
２
〜
３
年
後
に
は
１

万
ヵ
所
の
大
台
に
乗
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
概
観
を
み
る
限
り
、
首

都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
圏
を

回
遊
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
家
庭

な
ど
に
お
け
る
「
基
礎
充
電
設
備
」

も
あ
る
か
ら
、
も
う
「
電
欠
」
の
心

配
は
過
去
の
話
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

一
方
の
Ｓ
Ｓ
は
依
然
と
し
て「
過
剰
」

と
い
う
枕
詞
が
冠
さ
れ
続
け
て
い

る
。

　

Ｅ
Ｖ
向
け
充
填
イ
ン
フ
ラ
整
備
サ

ポ
ー
ト
が
続
く
一
方
で
、
肝
心
の
Ｅ

Ｖ
普
及
は
保
有
８
万
台
程
度
、
Ｐ
Ｈ

Ｖ
を
含
め
て
も
12
万
台
程
度
で
、
８

千
万
台
と
い
う
ク
ル
マ
社
会
に
お
い

て
の
存
在
感
は
、
ま
だ
ま
だ
薄
い
。

地
域
別
で
は
多
い
順
に
東
京
、愛
知
、

神
奈
川
、
埼
玉
、
福
岡
と
、
や
は
り

大
都
市
に
偏
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
―
Ｓ

１
ヵ
所
あ
た
り
の
Ｅ
Ｖ
台
数
は
、
最

多
の
東
京
で
も
30
台
程
度
に
過
ぎ
な

い
。
し
か
も
最
も
売
れ
て
い
る
日
産

リ
ー
フ
で
も
、
実
際
の
航
続
可
能
距

離
は「
夏
１
６
０
㌔
、冬
１
０
０
㌔
」

と
い
う
。

　

航
続
距
離
を
倍
増
さ
せ
る
バ
ッ
テ

リ
ー
性
能
の
向
上
が
普
及
へ
の
課
題

だ
が
、
米
国
テ
ス
ラ
の
新
型
車
は
、

リ
ー
フ
最
上
位
車
の
２
・
５
倍
の
航

続
距
離
と
な
っ
て
い
る
。
国
は
今
年

度
も
43
億
円
を
措
置
し
て
技
術
革
新

を
促
す
。
４
年
後
の
20
年
に
「
最
大

１
０
０
万
台
」
が
普
及
目
標
だ
。

　

家
庭
や
職
場
な
ど
に
お
け
る
「
基

礎
充
電
」
設
備
、
そ
れ
を
補
完
す
る

「
急
速
充
電
」
、
そ
し
て
燃
費
に
相

当
す
る
「
電
費
」
、
ガ
ソ
リ
ン
代
に

相
当
す
る
「
電
気
代
」
か
ら
、
１
㌔

あ
た
り
１
〜
２
円
程
度
の
Ｅ
Ｖ
走
行

コ
ス
ト
が
弾
き
出
さ
れ
る
。
ガ
ソ
リ

ン
車
の
10
分
の
１
程
度
と
な
る
。

　

Ｅ
Ｖ
向
け
「
売
電
」
は
、
商
売
と

し
て
は
、
ま
ず
成
立
不
可
能
で
あ
ろ

う
。た
だ
し
Ｅ
Ｖ
は
確
実
に
増
え
る
。

洗
車
、
タ
イ
ヤ
、
鈑
金
・
塗
装
な
ど

の
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
も
ガ
ソ
リ
ン
車
と

同
様
に
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
変

化
に
、
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
。
Ｓ

Ｓ
経
営
の
分
岐
点
で
も
あ
る
。

論 説

　

消
防
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
１
５
年
中
（
１
〜
12
月
）
に
発
生
し
た
危
険
物
事
故
状
況
を
ま
と
め
た
。

Ｓ
Ｓ
を
含
む
給
油
取
扱
所
で
の
火
災
事
故
は
前
年
に
比
べ
７
件
減
の
19
件
と
な
り
、
過
去
10
年
間
で
最
も

少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
流
出
事
故
（
油
漏
洩
な
ど
）
も
４
件
減
の
61
件
に
減
少
し
た
。
い
ず
れ
も
事
故
件

数
は
減
少
し
た
も
の
の
、
さ
ら
に
事
故
の
発
生
リ
ス
ク
を
引
き
下
げ
る
た
め
、
日
常
点
検
の
励
行
や
安
全

管
理
を
担
う
人
材
の
育
成
強
化
な
ど
、
事
故
防
止
に
向
け
た
不
断
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
度
「
Ｓ
Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
見
本

市
」
が
開
催
さ
れ
る
「
神
戸
国
際
展
示

場
２
号
館
」

原
油
コ
ス
ト
0.1
円
上
昇

給油取扱所

15
年
危
険
物
事
故
が
減
少

火
災
19
件
・
流
出
61
件

神
戸「
ビ
ジ
ネ
ス
見
本
市
」16
日
開
催

新
規
16
社
含
め
56
ブ
ー
ス

三
重
は
亀
井
理
事
長
が
続
投

東
北
・
根
本

関
東
・
浜
田　

支
部
長
を
選
出

石油協会

地　

下

タ
ン
ク　

撤
去
・
入
換
補
助

16
〜
30
日
、第
３
回
申
請
受
付

変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

新
聞
各
社
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
版
に
移
行
、
Ｔ
Ｖ
も

同
様
の
動
き
を
強
め
て
い

る
。
同
時
に
そ
の
情
報
収

集
対
価
も
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
る
▼
新
聞
は
ネ
ッ

ト
で
も
有
料
購
読
を
求
め

て
い
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

り
拡
散
さ
れ
る
情
報
は
そ

れ
を
許
さ
な
い
風
潮
を
生

ん
で
い
る
。
い
ま
や
モ
バ

イ
ル
パ
ソ
コ
ン
す
ら
使
わ

ず
、
携
帯
電
話
で
無
料
の

情
報
が
無
料
で
配
信
さ
れ

て
い
る
。
読
者
は
簡
単
に

ど
こ
で
も
読
め
る
情
報
を

重
視
し
、
背
景
や
要
因
、

解
説
な
ど
を
掲
載
す
る
媒

体
を
軽
視
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
さ
え
思
え
る
▼
ア

メ
リ
カ
の
大
統
領
予
備
選

挙
は
そ
の
象
徴
的
な
事
例

だ
。
既
存
の
新
聞
社
や
Ｔ

Ｖ
局
が
１
人
の
候
補
者
不

支
持
を
明
確
に
し
な
が

ら
、
つ
い
に
そ
の
候
補
者

は
大
統
領
本
選
に
出
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
そ
れ
を

支
え
た
の
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ

り
、
既
存
媒
体
に
頼
ら
な

い
社
会
が
隅
々
に
浸
透
し

た
た
め
と
専
門
家
は
分
析

す
る
▼
候
補
者
の
つ
ぶ
や

き
が
有
権
者
の
支
持
を
集

め
、一
方
で
反
発
を
生
む
。

媒
体
判
別
能
力
の
働
か
な

い
情
報
を
受
け
入
れ
る
文

化
が
成
立
す
る
時
代
。
大

げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、

Ｓ
Ｓ
業
界
も
情
報
で
岐
路

に
立
つ
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
仕
切
り
、
売
価
を
は

じ
め
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
拡

散
し
、
信
ぴ
ょ
う
性
を
無

視
し
、
受
け
入
れ
ら
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。
現
代
社

会
は
そ
れ
が
当
た
り
前
だ

と
い
わ
れ
る
と
、
恐
怖
感

さ
え
感
じ
て
し
ま
う
。

▼
な
に
か
を

伝
え
る
と
い

う
手
段
が
問

わ
れ
て
い

る
。
既
存
の

媒
体
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
急
速
な

発
達
に
よ
り

き
ょ
う
の
紙
面

２面　各地区総（代）会
■ＤＡＴＡコーナー＝原油価格、石油製品先
物情報

３面　東北版・６県若手交流会実施／
関東版・新潟・土田広報委員長
に聞く

４面　市況概況／月間ＤＡＴＡ
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１月生＝１月５日～２月３日まで
２月生＝２月４日～３月４日まで
３月生＝３月５日～４月４日まで
４月生＝４月５日～５月４日まで
５月生＝５月５日～６月４日まで
６月生＝６月５日～７月６日まで
７月生＝７月７日～８月６日まで
８月生＝８月７日～９月６日まで
９月生＝９月７日～10月７日まで
10月生＝10月８日～11月６日まで
11月生＝11月７日～12月６日まで
12月生＝12月７日～１月４日まで

1月生
2月生
3月生
4月生
5月生
6月生

運気に変化多く不安がある。冷静
な行動をしよう。金銭運は弱い。

情勢に波があり運気不安定。軽率
な行動は禁物だ。愛情運は普通。

運気まずまずで情勢も安定。マイ
ペースで行動だ。金銭運も強い。

情勢も安定して期待できる。積極
的に行動し結果吉。愛情運強い。

好不調の波あり情勢不安定だ。軽
率な行動は慎もう。金銭運不安。

運気弱く情勢も不安定だ。現状で
は軽率な行動慎め。愛情運弱い。

7月生
8月生
9月生
10月生
11月生
12月生

運気が不安定で苦労しよう。軽率
な行動は禁物だ。金銭運も不安。

強運日＝15、18、19
吉方位＝南東

情勢落ち着かず運気不安定。周囲
の動きよく見て行動。愛情普通。

運気強く見通しも明るい。積極的
に行動し結果吉。金銭面も有望。

情勢不安定だがチャンスある。自
信持って行動だ。愛情運も普通。

運気まずまずも油断禁物だ。慎重
な行動を心がけよ。金運不安定。

運気落ち着いて有望だ。成り行き
に任せて結果吉。愛情運も強い。

６月13日～19日

ＤA T A コーナー

　

女
性
の
提
案
を
生
か
し
、
女

性
の
視
線
で
運
営
す
る
―
と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
Ｓ
Ｓ
が
福
岡
市

で
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
新

出
光（
出
光
泰
典
社
長
）が「
女

性
が
輝
く
職
場
を
」
と
の
願
い

で
初
め
て
開
設
し
た
。

　

２
０
１
３
年
に
社
内
募
集
し

た
提
案
の
中
で
、
最
優
秀
に
選

ば
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化
す

る
た
め
に
女
性
だ
け
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ
せ
、

施
設
、
販
売
ス
タ
イ
ル
、
商
品

サ
ー
ビ
ス
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
か

ら
検
討
し
た
。
福
岡
市
早
良
区

に
あ
っ
た
小
田
部
Ｓ
Ｓ
を
全
面

改
装
し
、
新
た
に
「
ス
マ
イ
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
小
田
部
」
と
し

て
開
店
し
た
。

　

「
家
事
・
育
児
・
仕
事
で
忙

し
い
女
性
に
も
ほ
っ
と
で
き
る

空
間
を
提
供
す
る
」
が
コ
ン
セ

プ
ト
。
ス
タ
ッ
フ
９
人
は
全
員

女
性
。
店
内
に
は
32
席
の
カ
フ

ェ
を
設
け
、
給
油
シ
ー
ト
を
提

示
す
れ
ば
コ
ー
ヒ
ー
を
無
料
で

サ
ー
ビ
ス
す
る
。
パ
ン
な
ど
の

軽
食
も
あ
る
。ト
イ
レ
は
広
く
、

ド
レ
ッ
サ
ー
付
き
の
手
洗
い
器

を
設
置
、
子
ど
も
連
れ
で
も
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
ベ
ビ
ー
シ

ー
ト
も
備
え
た
。

　

給
油
は
セ
ル
フ
方
式
だ
が
、

室
内
清
掃
に
は
「
徹
底
し
て
こ

だ
わ
り
」（
ス
タ
ッ
フ
）、
車
内

の
隅
々
ま
で
清
潔
に
す
る
と
と

も
に
、希
望
す
れ
ば
ア
ロ
マ（
芳

香
オ
イ
ル
）な
ど
も
あ
り
、「
細

や
か
な
気
遣
い
で
ご
満
足
し
て

い
た
だ
く
」
こ
と
を
目
指
す
。

　

オ
ー
プ
ン
に
先
立
っ
て
行
わ

れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
出
光
社
長

は
、「
女
性
ら
し
い
『
気
づ
き
』

を
持
っ
た
提
案
を
生
か
し
、
Ｓ

Ｓ
の
原
点
と
は
な
に
か
ま
で
考

え
て
コ
ン
セ
プ
ト
を
つ
く
り
、

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

述
べ
た
。
同
Ｓ
Ｓ
チ
ー
フ
の
田

寺
美
智
瑠
さ
ん
は
、
「
女
性
の

ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
お
客

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
Ｓ
Ｓ

に
し
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
福
岡
発
）

女
性
の
笑
顔
が
輝
く
―
―

ス
マ
イ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〝
女
性
目
線
の
Ｓ
Ｓ
〞誕
生

新
出
光
・
ス
マ
イ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
小
田
部

　

全
石
連
東
北
支
部
は
９

日
、
秋
田
市
で
開
催
し
た

総
会
で
、
官
公
需
対
策
の

推
進
、
東
北
若
手
経
営
者

交
流
会
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
事
業
計
画
、
収
支
予
算

を
承
認
し
た
。
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、

根
本
一
彌
支
部
長
（
福
島

理
事
長
、
根
本
石
油
会
長

・
Ｊ
Ｘ
系
）
の
８
選
を
決

め
た
。

　

根
本
支
部
長
は
、
東
北

各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
熊

本
地
震
に
対
す
る
義
援
金

協
力
に
謝
意
を
表
し
た
う

え
で
、「
悲
惨
な
東
日
本
大

震
災
当
時
を
思
い
返
し
て

他
人
事
で
は
な
か
っ
た
と

推
察
す
る
。
熊
本
県
の
復

旧
復
興
が
着
実
に
進
展
す

る
よ
う
祈
る
」と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
差
別
対
価
問
題

に
つ
い
て
は
「
消
費
者
に

石
油
を
安
全
に
、快
適
に
、

経
済
的
に
使
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
諦
め
る
こ
と
な

く
不
公
正
な
競
争
環
境
を

た
だ
す
努
力
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
組
織
活
動

の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
訴
え
た
。

　

全
石
連
関
東
支
部
は
９

日
、
長
野
市
内
で
通
常
総

会
を
開
き
、
公
正
競
争
環

境
の
整
備
、官
公
需
対
策
、

Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
事
業
計
画
と
１
３

６
０
万
円
の
収
支
予
算
な

ど
を
承
認
し
た
。

　

森
洋
支
部
長
は
「
元
売

３
社
体
制
化
に
よ
る
需
給

適
正
化
が
期
待
さ
れ
る
一

方
、
元
売
の
発
言
力
も
強

く
な
る
。
我
々
は
一
層
団

結
し
、
対
峙
す
る
の
で
は

な
く
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の

関
係
と
な
る
方
向
性
を
考

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
」な
ど
と
述
べ
た
ほ
か
、

災
害
対
応
へ
の
備
え
を
重

ね
て
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
浜
田
忠
博
新
支

部
長
は
「
森
支
部
長
の
後

を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な

り
、
光
栄
で
あ
る
と
と
も

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

て
い
る
。
需
要
の
減
少
、

市
場
・
市
況
の
混
迷
、
人

手
不
足
な
ど
の
問
題
が
続

く
が
、
業
界
の
発
展
に
向

け
頑
張
る
」
と
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
、
来
賓
の
河
本

博
隆
全
石
連
副
会
長
・
専

務
理
事
は
「
熊
本
地
震
を

み
る
と
、
自
家
発
電
機
の

補
助
を
一
般
Ｓ
Ｓ
に
拡
大

す
る
必
要
が
あ
る
。
災
害

対
応
を
含
め
、
業
界
支
援

の
た
め
の
予
算
確
保
に
向

け
て
活
動
す
る
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

山
形
は
８
日
に
総
代
会

を
開
き
、
石
油
製
品
安
定

供
給
対
策
、
経
営
環
境
整

備
対
策
や
官
公
需
共
同
受

注
共
納
事
業
の
推
進
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
事
業
計

画
、
総
額
４
０
１
３
万
円

の
予
算
を
承
認
し
た
。

　

遠
藤
靖
彦
理
事
長
は
需

要
状
況
な
ど
に
触
れ
た
う

え
で
、
「
石
油
販
売
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
維
持

　

三
重
は
８
日
に
開
い
た

通
常
総
代
会
で
、
石
油
販

売
で
の
収
益
確
保
と
経
営

の
安
定
、
共
同
・
共
済
事

業
や
廃
タ
イ
ヤ
・
廃
油
回

収
事
業
の
強
化
な
ど
を
図

る
新
年
度
事
業
計
画
、
総

額
約
４
１
２
０
万
円
の
予

算
を
承
認
し
た
。

　

８
選
さ
れ
た
亀
井
喜
久

雄
理
事
長
は
、
「
元
売
統

合
は
販
売
業
界
に
と
っ
て

仕
入
先
が
減
っ
て
厳
し
く

な
る
も
の
と
覚
悟
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
〝
緊
急

事
態
宣
言
〞
が
発
せ
ら
れ

て
い
る
状
況
。
中
小
規
模

の
我
々
は
、
売
上
増
な
ど

自
社
だ
け
で
ベ
ス
ト
プ
ラ

ン
を
立
て
て
い
た
の
で
は

生
き
残
れ
な
い
。
仲
間
と

の
協
業
・
共
同
化
な
ど
広

範
な
セ
カ
ン
ド
プ
ラ
ン
、

ネ
ク
ス
ト
プ
ラ
ン
に
意
義

を
見
出
し
、
自
身
と
従
業

員
の
生
活
を
守
り
、
お
客

様
へ
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
ろ
う
」
と
訴

え
た
。
ま
た
「
地
域
の
Ｓ

Ｓ
も
サ
ミ
ッ
ト
効
果
が
あ

　

【
小
樽
＝
北
海
道
】
小

樽
地
方
石
協
は
先
ご
ろ
開

い
た
２
０
１
６
年
度
通
常

総
会
で
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
を
行
い
、
２

期
４
年
務
め
た
荒
田
一
正

理
事
長
が
退
任
し
た
。
新

理
事
長
に
は
杉
江
俊
太
郎

副
理
事
長
（
杉
商
社
長
・

Ｊ
Ｘ
系
＝
写
真
）
が
昇
格

し
た
。

し
っ
か
り
と
作
っ
て
い
く

こ
と
が
今
年
の
大
き
な
課

題
」
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
元
売
合
併
に
つ

い
て
は
「
業
転
玉
問
題
の

改
善
に
大
き
な
期
待
は
あ

る
も
の
の
、
元
売
の
対
応

が
本
当
に
し
っ
か
り
と
な

る
よ
う
、
い
ま
か
ら
訴
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
。
県

内
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に

関
し
て
も
、
業
界
全
体
の

問
題
と
し
て
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
述

べ
た
。

し
て
い
く
こ
と
が
国
の
方

針
の
中
に
も
改
め
て
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
は
、
業
界

と
し
て
も
大
変
う
れ
し

い
。
た
だ
需
要
が
落
ち
込

ん
で
い
る
中
で
、
維
持
し

て
い
く
た
め
に
も
公
正
な

競
争
が
成
り
立
つ
状
況
を

っ
た
と
聞
く
。
来
年
は
全

石
連
総
会
が
伊
勢
志
摩
で

開
催
さ
れ
る
の
で
、
協
力

し
て
全
国
の
仲
間
を
迎
え

た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

東
京
石
商
品
川
目
黒
支

部
（
大
谷
匡
広
支
部
長
）

は
７
日
、
定
時
総
会
を
開

き
、
経
営
安
定
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
今
年
度
事
業
方
針

な
ど
を
確
認
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
大
谷
支
部

長
（
写
真
）
は
、「
Ｓ
Ｓ
業

界
に
過
重
な
設
備
投
資
を

強
い
ら
れ
か
ね
な
い
Ｖ
Ｏ

Ｃ
問
題
が
顕
在
化
し
て
き

た
。
地
下
タ
ン
ク
問
題
と

同
じ
よ
う
に
な
ら
な
い
よ

う
、
な
ん
と
し
て
も
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
す
る
一
方
、
「
昨

年
度
は
目
黒
区
と
災
害
時

に
お
け
る
石
油
燃
料
の
優

先
供
給
協
定
を
締
結
し
、

先
行
し
た
品
川
区
と
の
協

定
と
併
せ
、
支
部
全
域
で

の
体
制
が
整
っ
た
」と
し
、

地
域
社
会
と
の
共
生
を
図

る
業
界
づ
く
り
に
一
層
の

協
力
を
呼
び
か
け
た
。
ま

た
、
袖
山
四
郎
支
部
理
事

も
「
持
続
可
能
な
業
界
・

会
社
を
目
指
す
た
め
に
団

結
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

役
員
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
流
通

事
業
グ
ル
ー
プ
長
兼
カ
ー

ラ
イ
フ
部
門
長
兼
大
阪
カ

ー
ラ
イ
フ
グ
ル
ー
プ
取
締

役
会
長
兼
日
産
大
阪
販
売

取
締
役
会
長
（
取
締
役
兼

専
務
執
行
役
員
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
流
通
事
業
グ
ル
ー
プ

長
兼
カ
ー
ラ
イ
フ
部
門

長
）
長
尾
達
之
介
（
５
月

27
日
付
）

　

▽
執
行
役
員
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
流
通
事
業
グ
ル
ー
プ

カ
ー
ラ
イ
フ
部
門
副
部
門

長
（
執
行
役
員
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
流
通
事
業
グ
ル
ー
プ

カ
ー
ラ
イ
フ
部
門
副
部
門

長
兼
東
日
本
支
店
長
兼
エ

ネ
ク
ス
石
油
販
売
東
日
本

社
長
）
関
口
一
郎
（
６
月

１
日
付
）

　

関
東
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ

ソ
リ
ン
市
場
は
上
昇
し
て

い
る
が
、
一
部
の
系
列
量

販
店
が
Ｐ
Ｂ
の
ジ
ョ
イ
フ

ル
本
田
よ
り
も
安
い
こ
と

に
対
し
て
、
周
辺
部
の
地

場
業
者
か
ら
疑
問
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。
元
売
再

編
を
前
に
、
当
面
は
同
様

の
現
象
が
続
く
と
予
測
す

る
指
摘
も
あ
る
が
、
内
需

が
減
少
す
る
中
で
採
算
販

売
の
重
要
性
は
一
層
高
ま

っ
て
い
る
。

　

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
は
小

刻
み
に
値
上
げ
を
続
け
て

１
１
１
〜
５
円
と
な
っ
た

が
、
激
戦
地
で
は
同
社
よ

り
安
く
価
格
表
示
し
て
い

る
系
列
量
販
店
や
元
売
販

社
も
散
見
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
千
葉
県

内
の
販
売
店
社
長
は
、「
ジ

ョ
イ
フ
ル
並
み
の
売
価
を

出
す
の
は
系
列
仕
切
り
で

は
無
理
」
と
し
、
ま
し
て

そ
れ
以
下
で
売
れ
る
こ
と

を
疑
問
視
。
ま
た
、
茨
城

県
内
の
販
売
店
社
長
は

「
量
販
店
は
、
業
転
格
差

云
々
よ
り
も
、
単
純
に
売

れ
な
く
な
る
の
が
恐
い
の

だ
と
思
う
。
原
油
が
バレル  
１

０
０
㌦
だ
っ
た
こ
ろ
、
消

費
者
が
次
々
と
離
れ
て
い

っ
た
。
少
し
で
も
つ
な
ぎ

と
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
推
測
す

る
。

　

さ
ら
に
、
量
販
店
の
中

で
も
一
部
の
特
定
業
者
に

よ
る
攻
勢
が
続
く
と
予
測

す
る
地
場
業
者
は
多
い
。

差
別
対
価
や
不
当
廉
売
の

疑
念
は
ぬ
ぐ
え
な
い
が
、

一
方
で
新
潟
県
内
の
特
約

店
社
長
は
「
将
来
の
人
材

や
施
設
な
ど
に
追
加
投
資

し
て
い
く
た
め
に
も
、
自

社
の
利
益
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
採
算
販
売
の
必
要
性
を
改
め

て
訴
え
て
い
る
。

　

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
の
運

営
す
る
８
Ｓ
Ｓ
（
群
馬
・

新
田
店
、
千
代
田
店
、
栃

木
・
宇
都
宮
店
、
千
葉
・

富
里
店
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
（
Ｎ
Ｔ
）
店
、
千
葉

店
、
埼
玉
・
幸
手
店
、
東

京
・
瑞
穂
店
）
の
う
ち
、

　

【
大
阪
】
大
阪
府
内
で

は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
上
昇

と
と
も
に
、
夏
場
商
戦
へ

の
意
欲
も
高
ま
り
を
み
せ

て
い
る
。
北
部
の
地
場
業

者
は
「
今
夏
は
採
算
重
視

で
臨
み
た
い
」
と
し
、
市

場
環
境
も
安
定
的
に
推
移

す
る
と
み
て
い
る
。
意
欲

が
高
ま
る
背
景
に
は
、「
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
に
耐
え
ら
れ

な
い
」と
い
う
危
機
感
と
、

需
要
も
安
定
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

地
場
業
者
は
「
い
ま
の

仕
切
り
で
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

１
２
０
円
以
上
は
当
た
り

前
」
と
い
う
。
セ
ル
フ
Ｓ

Ｓ
で
も
１
２
３
円
程
度
ま

で
値
上
げ
し
た
い
と
し
、

「
そ
れ
で
も
採
算
性
は
満

足
い
く
も
の
で
は
な
い
」

　

【
宮
城
・
山
形
】
宮
城

県
の
コ
ス
ト
コ
富
谷
倉
庫

店
は
８
日
か
ら
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
を
２
円
上

げ
て
１
１
０
円
、
ハ
イ
オ

ク
を
１
円
上
げ
て
１
２
０

円
と
し
た
。
軽
油
は
２
円

上
げ
て
82
円
、
灯
油
は
44

円
で
据
え
置
き
。

　

一
方
、
山
形
県
の
コ
ス

ト
コ
か
み
の
や
ま
倉
庫
店

は
、
同
日
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ

ー
ガ
ソ
リ
ン
を
２
円
下
げ

て
１
０
９
円
、
ハ
イ
オ
ク

を
３
円
下
げ
て
１
１
９
円

と
し
た
。

　

軽
油
は
３
円
上
げ
て
83

円
、
灯
油
は
44
円
で
据
え

置
き
。

５
Ｓ
Ｓ
は
９
日
に
レ
ギ
ュ

ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
を
１
円
値

上
げ
し
、
新
田
、
千
代
田
、

宇
都
宮
、
瑞
穂
が
１
１
５

円
、
幸
手
が
１
１
４
円
と

し
た
。
千
葉
３
Ｓ
Ｓ
は
１

１
１
円
の
ま
ま
据
え
置

き
。

　

【
下
関
＝
山
口
】
山
口

県
内
市
場
は
、
主
要
都
市
部
の
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
も
レ

ギ
ュ
ラ
ー
１
２
０
円
を
超

と
続
け
る
。
大
手
業
者
も

「
元
売
再
編
な
ど
を
考
慮

す
れ
ば
、
い
ま
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
積
み
上

げ
、
経
営
的
な
弾
力
性
を

高
め
る
時
期
。
今
夏
の
需

要
期
に
そ
れ
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
期

待
感
を
に
じ
ま
せ
る
。

　

採
算
機
運
の
高
ま
り
が

浸
透
し
て
い
く
の
は
確
実

な
情
勢
で
、
今
後
、
市
場

へ
好
影
響
を
与
え
る
雰
囲

気
が
広
が
る
可
能
性
が
高

い
。

え
る
表
示
が
増
加
。た
だ
、

下
関
市
内
で
は
い
ま
だ
１

１
５
円
看
板
が
目
立
ち
、

他
地
域
と
の
価
格
差
が
大

き
く
開
い
て
い
る
。

　

下
関
市
内
で
は
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｓ
な
ど
の
安
値
販
売
が
続

い
て
い
る
が
、
仕
切
り
上

昇
を
受
け
て
周
辺
Ｓ
Ｓ
は

１
１
５
円
程
度
ま
で
浮
上

し
て
き
た
。
た
だ
、
県
内

の
主
要
都
市
部
は
１
２
０

円
以
上
が
大
勢
と
な
り
、

周
南
市
内
で
は
１
２
６
円

も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
き

て
市
況
格
差
は
や
や
縮
ま

っ
た
が
、
最
大
で
は
10
円

以
上
開
い
た
ま
ま
。
下
関

の
地
元
業
者
か
ら
は
「
ま

だ
採
算
に
見
合
う
レ
ベ
ル

で
は
な
い
」、「
そ
こ
ま
で

近
づ
く
の
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
」
な
ど
、
厳
し

い
見
通
し
を
指
摘
す
る
声

も
一
層
強
ま
っ
て
い
る
。
　

▽
取
締
役
兼
専
務
執
行

山
口
で
格
差
10
円
も

低
迷
す
る

下
関
市
場

諸
問
題
解
決
に
一
丸
で

山　
　

形

〝
次
善
策
〞常
に
考
え
て

三　
　

重

被
災
地
の
復
興
祈
っ
て

東
北

支
部

再
編
踏
ま
え
団
結
強
化

関
東

支
部

大
阪
で
採
算
機
運　
夏
商
戦
に
も

高
ま
る
期
待

Ｊ
本
田　

Ｇ
上
げ
111
〜
115
円

忠
エ
ネ
役
員
人
事

新
理
事
長
に

杉
江
俊
太
郎
氏

小
樽
石
協

地
域
社
会
と
の

共
生
目
指
そ
う

品
川
目
黒
支
部 東　京

か
み
の
や
ま
店

Ｇ
２
円
値
下
げ　

富
谷
店
は
２
円
上
げ

東
北
地
区　

コ
ス
ト
コ
対
応
割
れ
る

組
織
の
理
念
次
代
へ
つ
な
い
で
各
地
区

総（
代
）会

関　東

一
部
量
販
店
表
示
に
募
る
疑
念

な
ぜ
系
列
Ｓ
Ｓ
で
Ｊ
本
田
以
下
？

組織活動の活性化を呼びかけた東北（円
内は根本支部長）

市場混迷や人手不足の問題に取り組むと
した関東支部（円内は森支部長）

公正な競争の実現を訴えた山形（円内は
遠藤理事長）

連携して現状の厳しさを乗り切る決意を
確認した三重（円内は亀井理事長）

16：30現在 前日比 限月 16：30現在 前日比

（前日出来高1,525枚） ガソリン （前日出来高35枚）

45,840 ▲460 ⑦限月 44,500 ▲500
45,660 ▲410 ⑧限月 45,000 ▲390
45,250 ▲500 ⑨限月 44,000 0
44,610 ▲550 ⑩限月 43,500 0
44,340 ▲580 ⑪限月 43,000 0
44,240 ▲600 ⑫限月 43,250 ▲240

（前日出来高361枚） 灯　油 （前日出来高25枚）

41,900 ▲690 ⑦限月 41,500 0
42,050 ▲750 ⑧限月 41,400 0
43,000 ▲710 ⑨限月 41,500 0
44,220 ▲580 ⑩限月 42,290 0
44,980 ▲610 ⑪限月 43,500 0
45,710 ▲620 ⑫限月 45,500 △970

（前日出来高0枚） 軽　油
42,000 ▲600 ⑦限月
42,000 ▲600 ⑧限月
42,000 ▲600 ⑨限月
42,000 ▲600 ⑩限月
42,000 ▲600 ⑪限月
42,000 ▲600 ⑫限月

△値上げ、▲値下げ◇ストップ高、◆ストップ安、単位：￥／ＫＬ

（京浜海上：１枚＝50ＫＬ） 　（伊勢湾油槽所：１枚＝20ＫＬ）

■石油先物市場・６／10

　　東京商品取引所 　中京石油市場

前日比

国内
指標

＄／Ｂ 48.95（△0.91）
￥／ＫＬ 33,284 （△734）

ＷＴＩ
＄／Ｂ 50.56（▲0.67）
￥／ＫＬ 34,378 （▲333）

原油指標

　

【
津
】
三
重
石
商
（
亀

井
喜
久
雄
理
事
長
）
は
10

日
、
四
日
市
市
内
の
中
央

石
油
販
売
（
本
社
・
東
京

都
港
区
）
四
日
市
Ｓ
Ｓ
の

販
売
価
格
が
独
占
禁
止
法

の
不
当
廉
売
に
あ
た
る
と

し
て
、
同
石
商
北
勢
支
部

（
林
浩
一
支
部
長
）
名
で

公
正
取
引
委
員
会
に
調
査

依
頼
を
申
告
し
た
。

　

北
勢
支
部
に
よ
る
と
、

同
Ｓ
Ｓ
は
店
頭
に
会
員
価

格
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
１
０

円
な
ど
の
看
板
を
掲
出
し

な
が
ら
、
実
際
に
は
フ
リ

ー
の
現
金
客
に
も
１
１
０

円
で
販
売
し
て
い
る
。
県

内
の
一
般
的
な
Ｓ
Ｓ
よ
り

10
〜
20
円
も
低
い
価
格
設

定
は
、
諸
経
費
は
も
と
よ

り
利
益
を
度
外
視
し
て
お

り
、
同
業
者
を
排
除
す
る

も
の
だ
と
し
、
公
取
委
に

厳
し
い
処
分
を
求
め
て
い

る
。

三
重
石
商

北
勢
支
部　

中
央
石
販
Ｓ
Ｓ
を
公
取
申
告
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交
流
会
開
催
の
発
起
人

と
な
っ
た
金
山
知
裕
副
理

事
長
は
Ｓ
Ｓ
未
来
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
他
地
区
の
青
年
部

活
動
な
ど
、
開
催
ま
で
の

経
緯
を
説
明
し
た
う
え
で

「
な
ん
ら
か
の
形
で
東
北

６
県
の
会
を
組
織
し
て
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
た
」
と
今
回
の

交
流
会
開
催
に
つ
い
て
述

べ
た
。

　

各
地
の
若
手
経
営
者
の

活
動
に
つ
い
て
遠
藤
靖
彦

山
形
石
商
理
事
長
は
あ
い

さ
つ
で
「
若
手
経
営
者
の

組
織
と
し
て
は
組
織
活
性

化
企
画
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
研
修
会
の
計

画
、
交
流
を
主
体
に
活
動

し
て
い
る
」
と
紹
介
し
た

う
え
で
「
皆
さ
ん
が
組
合

　

宮
城
石
商
・
協
（
佐
藤

義
信
理
事
長
）
は
先
ご
ろ

総
代
会
を
開
き
、
２
０
１

６
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
な
ど
を
了
承
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
佐
藤
理
事
長
を
４

選
し
た
ほ
か
４
副
理
事
長

を
再
任
し
た
。

　

総
代
会
に
先
立
ち
表
彰

式
を
行
い
、
優
秀
組
合
員

20
人
、優
秀
従
業
員
24
人
、

優
秀
支
部
事
務
局
職
員
１

人
に
佐
藤
理
事
長
か
ら
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

佐
藤
理
事
長
（
写
真
）

は
あ
い
さ
つ
で
「
電
力
の

小
売
り
自
由
化
が
５
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
都
市
ガ

ス
小
売
り
事
業
も
来
年
４

月
に
自
由
化
さ
れ
る
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化
が

叫
ば
れ
る
中
で
、
我
々
の

足
元
で
は
大
手
外
資
系
小

売
業
が
参
入
し
て
き
た

り
、
元
売
の
合
併
が
い
わ

れ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な

部
分
で
こ
れ
か
ら
厳
し
い

環
境
に
な
っ
て
く
る
。
Ｓ

Ｓ
も
１
日
に
４
Ｓ
Ｓ
、
５

時
間
に
１
Ｓ
Ｓ
ず
つ
な
く

な
っ
て
い
る
よ
う
な
環
境

下
に
あ
る
」
と
Ｓ
Ｓ
業
界

の
厳
し
い
環
境
に
触
れ
た

う
え
で
、
ガ
ソ
リ
ン
ベ
ー

パ
ー
を
回
収
す
る
揮
発
性

有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）

問
題
で
は
多
額
の
投
資
を

伴
う
Ｓ
Ｓ
側
で
の
対
策
に

「
断
固
反
対
し
て
い
き
た

い
」
と
強
調
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
石
油
製

品
安
定
供
給
体
制
整
備
事

業
の
利
用
促
進
、
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
拠
点
整
備

事
業
の
周
知
、
官
公
需
適

格
組
合
と
し
て

の
納
入
拡
大
、

災
害
時
発
生
時

の
安
定
供
給
を

目
的
と
し
た
訓

練
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

　

選
任
さ
れ
た

理
事
31
人
の
う

ち
新
任
は
小
山

圭
太
郎
氏
（
小

　

福
島
石
商
郡
山
支
部

（
鈴
木
實
支
部
長
）
は
先

ご
ろ
、定
時
総
会
を
開
き
、

新
年
度
事
業
計
画
な
ど
を

決
め
た
ほ
か
、
優
良
従
業

員
表
彰
を
行
っ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
は
鈴
木
支
部
長
ほ

か
全
役
員
を
再
選
し
た

（
一
部
既
報
）
。
来
賓
と

し
て
根
本
一
彌
福
島
石
商

・
協
理
事
長
、
地
元
選
出

の
増
子
輝
彦
参
議
院
議
員

ら
が
出
席
し
、
祝
辞
を
述

べ
た
。

　

根
本
理
事
長
（
写
真
）

は
あ
い
さ
つ
で
「
国
内
に

は
８
千
万
台
以
上
の
車
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
車
に

安
全
で
快
適
、
経
済
的
な

走
行
が
で
き
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
我
々
が
す
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。
支
部
の
事

活
動
に
力
を
発
揮
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世

代
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を

自
覚
し
て
い
た
だ
い
て
、

各
県
の
方
と
交
流
を
深
め

な
が
ら
情
報
交
換
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　

東
北
６
県
の
若
手
経
営
者
が
初
め
て
一
堂
に
会
し

た
「
全
石
連
東
北
支
部
６
県
若
手
経
営
者
交
流
会
」

が
先
ご
ろ
、
山
形
市
で
開
催
さ
れ
、
青
年
部
活
動
を

実
施
し
て
い
る
山
形
、
宮
城
、
秋
田
の
活
動
状
況
、

未
組
織
地
区
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
や
、
今

後
の
交
流
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

（
一
部
既
報
）
。

　

秋
田
石
商
の
石
黒
吉
典

青
年
部
部
長
は
「
設
立
し

て
か
ら
13
年
ぐ
ら
い
に
な

る
。
会
員
は
当
初
45
歳
ま

で
と
し
て
い
た
が
50
歳
ま

で
延
ば
し
55
歳
ま
で
は
顧

問
と
し
て
残
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
年
１
回
勉
強
会

を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
か

ら
は
大
曲
・
横
手
で
出
張

定
例
会
を
開
き
未
加
入
者

も
呼
ん
で
意
見
交
換
を
行

っ
た
」
と
紹
介
。

　

宮
城
の
県
石
油
販
売
業

青
年
協
議
会
の
佐
藤
永
一

副
会
長
は
「
一
昨
年
は
大

阪
の
青
年
部
の
南
三
陸
訪

問
視
察
を
案
内
し
、
昨
年

は
宮
城
が
大
阪
を
訪
問
し

交
流
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
青
年
部
活
動
で
は
各
地

の
Ｓ
Ｓ
や
石
油
備
蓄
基
地

の
視
察
や
石
油
以
外
の
視

察
も
実
施
し
て
い
る
」
と

活
発
な
活
動
に
つ
い
て
説

明
。
青
年
部
を
未
組
織
の

田
村
博
文
青
森
石
商
副
理

事
長
は
「
こ
れ
を
機
会
に

各
支
部
か
ら
青
年
部
の
組

織
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
」
と
し
て
今

後
、
組
織
化
に
向
け
て
取

り
組
む
意
向
を
示
し
た
。

　

２
０
０
１
年
に
青
年
部

組
織
を
ス
タ
ー
ト
し
た
福

島
石
商
は
活
動
を
休
止
し

て
い
る
が
、
今
後
予
算
を

確
保
し
て
活
性
化
し
て
い

く
意
向
で
あ
る
。

　

今
回
の
交
流
会
参
加
者

は
青
森
２
人
、岩
手
３
人
、

秋
田
５
人
、
宮
城
３
人
、

福
島
７
人
、
山
形
８
人
で

合
計
28
人
。
交
流
会
は
今

後
年
１
回
、
仙
台
と
東
北

各
地
で
交
互
に
開
催
し
て

い
く
方
針
。

東北支部・６県若手経営者交流会

活性化へ情報交換

業
計
画
に
も
交
通
安
全
推

進
が
載
っ
て
い
る
が
、
県

全
体
と
し
て
も
こ
れ
に
力

を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
車
は
安
全
に
快
適
が

一
番
経
済
的
。
我
々
が
多

く
の
お
客
さ
ん
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
交
通
安
全

活
動
へ
の
取
り
組
み
を
訴

え
た
う
え
で
、
「
そ
れ
に

は
会
社
の
経
営
が
き
ち
っ

と
し
て
、
お
客
さ
ん
に
安

心
、
安
全
を
与
え
る
と
い

う
の
が
我
々
の
仕
事
」
と

述
べ
た
。

　

優
良
従
業
員
表
彰
式
で

は
鈴
木
支
部
長
か
ら
７
人

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

表
彰
者
は
次

の
通
り
（
敬
称

略
）
。

　

濱
尾
裕
幸

（
倉
島
商
店
）
、

熊
田
健
一
（
セ

キ
シ
ョ
ウ
カ
ー

ラ
イ
フ
）
、
佐

久
間
伸
浩
（
ボ

ー
キ
佐
藤
燃

料
）
、
保
利
徹

大
（
郡
山
ト
ラ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
事
業
協
組
）
、
増
子

傑
（
ア
イ
ソ
ン
）
、
佐
藤

淳
（
根
本
石
油
）
、
水
野

さ
お
り
（
ワ
タ
ヤ
ス
）

山
商
店
）
、
大
和
田
剛
氏

（
オ
オ
ワ
ダ
）
２
人
、
監

事
（
３
人
）
は
浅
野
朗
氏

（
東
興
石
油
）
、
千
葉
隆

氏
（
千
葉
石
油
）
の
２
人
。

　

岩
谷
産
業
は
先
ご
ろ
、

仙
台
市
宮
城
野
区
の
県
有

地
に
商
用
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｓ
Ｔ
）
を
着
工
し

た
。
東
北
初
の
商
用
水
素

Ｓ
Ｔ
と
し
て
今
年
度
内
に

完
成
す
る
予
定
。

　

同
水
素
Ｓ
Ｔ
は
液
化
水

素
に
よ
る
オ
フ
サ
イ
ト
供

給
方
式
を
採
用
、
水
素
は

千
葉
県
市
原
市
の
液
化
水

素
製
造
プ
ラ
ン
ト
か
ら
ロ

ー
リ
ー
輸
送
す
る
。
供
給

能
力
は
１
時
間
当
た
り
燃

料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
６

台
へ
の
充
填
が
で
き
る
。

青年部活動について意見交換が
行われた交流会

岩
谷
産
業　

仙
台
で
水
素
Ｓ
Ｔ
着
工

０
２
２
（
２
２
５
）
１
９
６
７

東
北
支
局
（

）

仙
台
市
青
葉
区
二
日
町

12‒

９ 

宮
城
県
石
油
会
館

東

北

鈴木支部長（左）から表彰状を
受ける表彰者

佐藤理事長（右）から表彰状を
受ける表彰者

青年部活動状況など報告

福
島
・
郡
山

支
部
総
会　

鈴
木
支
部
長
続
投
へ

安
全
走
行
支
援
に
注
力

宮
城
・

総
代
会　

佐
藤
理
事
長
を
再
選

Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
応
は
負
担
大

０
３
（
３
５
９
３
）
５
７
５
７

関
東
支
局
（

）

千
代
田
区
永
田
町

２‒

17‒

14 

石
油
会
館

関

東

　

茨
城
石
商
鹿
行
地
区
支

部
連
合
会
（
小
岩
井
邦
彦

会
長
）
は
先
ご
ろ
、
行
方

市
内
で
会
合
を
開
催
し

（
写
真
）
、
官
公
需
の
動

向
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
ほ
か
、
各
地
で
地
場
業

者
の
仕
切
価
格
を
下
回
る

販
売
価
格
が
出
現
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
懸
念
を
示
す
声
が
相
次
い
だ
。

　

小
岩
井
会
長
は
「
国
内

経
済
に
は
難
問
が
多
く
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
の

恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
は

大
手
ば
か
り
で
、
我
々
の

よ
う
な
中
小
零
細
に
ま
で

行
き
渡
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
だ
。
厳
し
い
話
ば
か

り
だ
が
、
団
結
し
て
難
局

を
乗
り
切
り
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

千
葉
石
商
市
原
支
部

（
始
関
哲
雄
支
部
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
市
原
市
内
で

支
部
総
会
を
開
催
し
、
事

業
計
画
並
び
に
予
算
案
を

満
場
一
致
で
承
認
し
た
ほ

か
、
Ｓ
Ｓ
店
頭
で
の
揮
発

性
有
機
化
合
物（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）

対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
。

　

支
部
員
か
ら
は
Ｓ
Ｓ
店

頭
で
の
規
制
に
対
し
て
異

議
が
数
多
く
上
が
り
「
所

有
権
の
観
点
か
ら
考
え
る

と
、
一
度
ノ
ズ
ル
か
ら
出

　

浜
松
石
油
業
協
同
組
合

（
鈴
木
裕
司
代
表
理
事
）

は
先
ご
ろ
浜
松
市
内
で
通

常
総
会
を
開
催
し
、
静
岡

石
商（
鈴
木
裕
司
理
事
長
）

の
「
被
災
状
況
確
認
シ
ス

テ
ム
」
の
登
録
促
進
や
、

来
年
オ
ー
プ
ン
す
る
コ
ス

ト
コ
へ
の
対
応
策
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
事
業
計
画
と

予
算
を
承
認
し
た
。

　

鈴
木
代
表
理
事（
写
真
）

し
た
石
油
製
品
は
来
店
客

の
物
な
の
で
、
そ
れ
を
計

量
機
で
回
収
す
る
と
い
う

の
は
違
和
感
を
感
じ
る
」、

「
現
状
で
は
再
投
資
で
き

る
環
境
で
は
な
く
、
こ
れ

以
上
の
追
加
措
置
が
出
る

と
、
多
く
の
Ｓ
Ｓ
が
廃
業

に
追
い
込
ま
れ
る
」
な
ど

と
懸
念
を
示
す
意
見
が
相

次
い
だ
。

　

始
関
支
部
長
（
写
真
）

は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で

「
県
石
商
も
安
藤
順
夫
新

理
事
長
に
交
代
し
新
体
制

と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し

て
組
合
員
の
減
少
は
続

き
、
支
部
管
内
で
も
廃
業

す
る
Ｓ
Ｓ
が
あ
る
。
良
い

話
が
全
く
な
い
が
、
生
き

残
っ
て
い
る
支
部
員
の
力

を
合
わ
せ
て
組
織
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

は
「
組
合
財
政
は
健
全
に

運
営
し
て
お
り
、
石
油
会

館
も
維
持
で
き
て
い
る
」

と
強
調
し
「
業
界
で
は
Ｖ

Ｏ
Ｃ
対
策
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
Ｓ
Ｓ
で
対
応

す
る
こ
と
に
な
る
と
、
多

額
の
負
担
が
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
今
後

の
動
向
を
注
視
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

す
こ
と
だ
。
企
業
数
を
目

標
３
０
０
と
し
た
が
、
６

割
以
上
の
参
加
率
に
な
れ

ば
、
も
っ
と
違
う
展
開
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思

う
。
参
加
者
の
中
に
は
イ

ベ
ン
ト
を
有
効
活
用
し
、

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
交
換
な

ど
拡
販
に
つ
な
げ
た
成
功

事
例
も
あ
る
の
で
、
経
営

に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

　

―
―
イ
ベ
ン
ト
の
き
っ

か
け
は

　

灯
油
を
販
売
す
る
業
者

と
し
て
、
そ
の
重
要
性
は

訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
広
報
に
は
組
合

員
向
け
の
対
内
広
報
と
、

消
費
者
向
け
の
対
外
広
報

の
２
つ
が
あ
る
。
組
合
員

向
け
だ
け
で
な
く
、
消
費

者
に
も
な
に
か
ア
ピ
ー
ル

す
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
、
当
初
は
駅
前
な
ど
で

チ
ラ
シ
配
布
を
実
施
し

た
。そ
こ
か
ら
発
展
さ
せ
、

県
内
全
域
で
参
加
組
合
員

が
効
果
的
に
重
要
性
を
訴

え
る
方
法
を
模
索
し
た
結

果
、現
在
の
型
と
な
っ
た
。

　

―
―
現
状
に
つ
い
て

　

参
加
組
合
員
数
も
増

え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
読
む

と
評
価
も
高
い
。
一
方
で

回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
マ

ン
ネ
リ
化
を
懸
念
す
る
声

も
上
が
っ
て
い
る
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
こ
れ
ま
で
商
品

を
変
更
し
た
り
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
内
容
を
常
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
。

　

―
―
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て

　

ま
ず
は
参
加
す
る
組
合

員
数
を
現
状
よ
り
も
増
や

　

新
潟
石
協
（
浜
田
忠
博
理
事
長
）
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
「
灯
油
ま
つ
り
」
は
組
合
員
か
ら
の
評

価
も
高
く
、
他
県
で
も
群
馬
の
よ
う
に
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
例
が
出
て
き
て
い
る
。
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
立
案
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
新
潟
石
商
広
報
委
員
会
（
土
田
裕
委
員
長
）
だ
。
土
田
委
員
長

は
今
後
も
参
加
を
呼
び
か
け
、一
般
消
費
者
に
対
し
て
の
効
果
的
な
ア
ピ
ー
ル
方
法
を
模
索
し
て
い
く
。

　

韓
国
の
Ｓ
Ｓ
専
門
誌
・
月
刊
注
油
所
や
Ｓ

Ｓ
経
営
者
を
中
心
と
し
た
訪
問
団
は
先
ご

ろ
、
関
東
各
地
の
Ｓ
Ｓ
を
訪
問
し
た
。

　

一
行
は
、
元
売
販
社
で
最
近
の
市
場
動
向

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
後
、
埼
玉
石

商
（
星
野
進
理
事
長
）
の
紹
介
で
、
千
葉
石

商
青
年
部
（
小
川
康
弘
会
長
）
を
訪
問
。
意

見
交
換
で
は
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、
韓
国

で
も
過
当
競
争
で
Ｓ
Ｓ
数
は
減
少
し
て
い
る

こ
と
や
、
経
営

者
同
士
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の

交
流
サ
イ
ト
な

ど
で
情
報
交
換

し
て
い
る
こ
と

を
述
べ
た
。
終

了
後
は
市
川
市

内
の
地
場
Ｓ
Ｓ

を
視
察
し
た

（
写
真
）
。

灯油まつりには多くの応募があった

灯
油
ま
つ
り
の
意
義
を
強
調

す
る
土
田
委
員
長

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
参
加
Ｓ
Ｓ
増
へ

消費者にアピール「灯油まつり」
新潟 土田裕広報委員長に聞く結

束
固
め
組
織
活
動

新
た
な
規
制
の
動
き
に
異
議

千葉・市原
支部総会

Ｖ
Ｏ
Ｃ
動
向
を
注
視

Ｓ
Ｓ
へ
の
波
及
に
危
機
感

静岡・浜松
石協総会

市
場
低
迷
に

懸
念
相
次
ぐ

茨
城
・
鹿
行
連

韓国訪問団が千葉青年部と懇談

地
元
消
防
と

合
同
訓
練
実
施

神
奈
川
・
ア
セ
ン
ト

　

地
域
の
安
心
・
安
全
を

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

危
険
物
災
害
対
応
消
防
訓

練
が
９
日
、
神
奈
川
県
川

崎
市
に
本
社
を
置
く
ア
セ

ン
ト（
堀
内
資
公
社
長
、Ｊ

Ｘ
系
）の
Ｄ
ｒ
．Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ

ｅ
初
山
Ｓ
Ｓ
に
お
い
て
、

同
社
と
川
崎
市
の
宮
前
消

防
署
と
の
合
同
で
実
施
さ

れ
た
。
こ
の
訓
練
は
宮
前

消
防
署
か
ら
の
協
力
要
請

を
受
け
始
め
ら
れ
た
も
の

で
今
年
で
５
回
目
。

　

早
朝
か
ら
の
訓
練
で
は

セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
来
店
客
が

給
油
中
に
誤
っ
て
漏
洩
、

出
火
し
た
想
定
で
実
施
。

緊
張
感
漂
う
中
、
Ｓ
Ｓ
ス

タ
ッ
フ
が
訓
練
を
開
始
し

消
防
車
で
駆
け
つ
け
た
消

防
隊
員
が
本
番
さ
な
が
ら

の
手
際
で
泡
放
射
に
よ
る

消
火
活
動
（
写
真
）
を
実

施
す
る
な
ど
対
応
し
た
。

　

実
地
訓
練
の
終
了
後
、

あ
い
さ
つ
し
た
堀
内
社
長

は
「
平
時
か
ら
消
防
と
の

連
携
を
強
め
、
地
域
社
会

に
安
心
・
安
全
を
提
供
し

た
い
」
と
述
べ
、
宮
前
消

防
署
の
林
裕
二
警
防
係
長

も
平
時
か
ら
の
施
設
管
理

・
点
検
の
重
要
性
を
説
明
、

そ
の
う
え
で
「
実
地
訓
練

を
Ｓ
Ｓ
と
一
体
と
な
っ
て

で
き
る
こ
と
は
大
変
有
意

義
で
あ
り
が
た
い
」
と
感

謝
を
述
べ
た
。
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Z
E
N
S
E
K
I

５
月
市
況
概
況

　

国
内
卸
価
格
の
ベ
ー
ス

と
な
る
中
東
産
原
油
（
Ｆ

Ｏ
Ｂ
）
５
月
価
格
平
均
値

（
㍑
換
算
）
は
前
月
比
３

・
８
円
高
の
30
・
９
円
水

準
、
４
ヵ
月
連
続
で
上
昇

し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
税
と
石

油
石
炭
税
を
加
算
し
国
内

向
け
ガ
ソ
リ
ン
卸
値
に
換

算
す
る
と
88
円
水
準
。

　

週
決
め
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

連
動
ベ
ー
ス
推
計
の
う

ち
、
ガ
ソ
リ
ン
陸
上
現
物

指
標
（
京
浜
仕
様
・
近
距

離
ケ
ー
ス
）
は
99
・
８
円

（
前
月
比
１
・
７
円
高
）、

一
方
、
東
京
バ
ー
ジ
先
物

は
99
・
６
円
（
２
・
７
円

高
）
と
な
り
、
先
物
価
格

が
現
物
指
標
以
上
に
値
上

が
り
し
た
。
こ
の
結
果
、

０
・
２
円
の
現
物
高
・
先

物
安
に
縮
ま
っ
た
。

　

中
間
３
品
の
現
物
指
標

は
灯
油
42
・
３
円（
０
・
５

円
高
）、軽
油
42
・
３
円（
０

・
４
円
高
）、Ａ
重
油
40
・
４

円
（
０
・
５
円
高
）
と
な

り
値
上
が
り
。
海
外
か
ら

の
輸
入
ガ
ソ
リ
ン
推
計
値

は
99
円
（
３
・
２
円
高
）

と
な
り
上
昇
し
た
。
中
間

３
品
の
推
計
値
も
灯
油
45

円
（
４
・
３
円
高
）
、
軽

油
44
・
２
円
（
４
・
９
円

高
）
で
い
ず
れ
も
値
上
が

り
。
系
列
仕
切
り
は
ガ
ソ

リ
ン
が
前
月
比
で
Ｊ
Ｘ
１

・
１
円
高
、
Ｅ
Ｍ
Ｇ
１
・

６
円
高
、
昭
シ
ェ
ル
２
・

５
円
高
、
出
光
３
・
２
円

高
、
と
い
ず
れ
も
上
昇
。

中
間
３
品
も
灯
油
が
昭
和

シ
ェ
ル
０
・
８
円
高
、
Ｊ

Ｘ
０
・
９
円
高
、
出
光
３

　

５
月
の
原
油
価
格
は
前
月
比
３
・
８
円
高
、
４
ヵ
月
連
続
で
上
昇
し
、
累
計

10
・
４
円
の
大
幅
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
原
油
高
に
伴
い
、
ガ
ソ
リ
ン
卸
は
現

物
、
先
物
、
系
列
仕
切
り
の
い
ず
れ
も
値
上
が
り
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
ガ
ソ

リ
ン
小
売
市
況
で
も
コ
ス
ト
転
嫁
が
進
み
、
前
月
比
で
小
売
粗
利
推
計
値
が
良

化
し
、
ガ
ソ
リ
ン
小
売
の
全
国
平
均
粗
利
推
計
は
９
円
と
な
っ
た
。
た
だ
、
３

ヵ
月
連
続
の
２
桁
割
れ
は
変
わ
ら
ず
低
迷
し
て
い
る
。・

２
円
高
と
値
上
げ
、
軽

油
も
Ｊ
Ｘ
０
・
１
円
高
、

昭
シ
ェ
ル
１
・
６
円
高
、

出
光
３
・
２
円
高
と
上
昇

し
た
。
Ｅ
Ｍ
Ｇ
外
販
予
想

値
お
よ
び
Ｊ
Ｘ
先
行
仕
切

り
か
ら
推
計
し
た
５
月
の

ノ
ン
ブ
ラ
ン
ド
玉
月
平
均

は
96
・
６
〜
97
円
の
水
準
。

５
月
調
査
の
東
京
石
商
仕

切
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

系
列
仕
入
れ
は
前
月
比
０

・
９
円
高
の
１
０
１
・
８

円
、
流
通
卸
（
業
転
）
は

１
・
２
円
高
の
96
・
６
円
。 　

ガ
ソ
リ
ン
に
つ
い
て
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
発
表
の

卸
価
格
調
査
結
果
の
全
国

平
均
を
一
般
的
な
特
約
店

仕
切
り
の
平
均
値
と
し
、

そ
こ
か
ら
現
物
指
標
の
平

均
値
（
配
送
料
１
・
５
円

加
算
）を
引
い
た
、い
わ
ゆ

る
業
転
格
差
は
推
計
５

円
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
調

査
に
よ
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ

ソ
リ
ン
小
売
市
況
５
月
の

全
国
平
均
は
前
月
比
２
・

６
円
高
の
１
１
８
・
７
円
、

最
低
価
格
は
４
・
６
円
高

の
１
１
４
・
４
円
に
値
上

が
り
し
た
安
値
Ｓ
Ｓ
の
代

表
格
で
あ
る
ジ
ョ
イ
フ
ル

本
田
は
２
・
８
円
高
の
１

０
６
円
に
上
昇
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
ガ
ソ
リ

ン
小
売
粗
利
推
計
は
全
国

平
均
で
前
月
比
０
・
３
円

良
化
の
９
円
と
な
っ
た
。

わ
ず
か
に
上
昇
し
た
が
、

３
ヵ
月
連
続
で
１
桁
の
マ

ー
ジ
ン
幅
に
低
迷
。
前
月

比
で
は
12
都
県
で
粗
利
推

計
幅
が
悪
化
し
た
。
最
も

落
ち
込
ん
だ
の
は
秋
田
、

岡
山
の
大
１
・
２
円
悪
化
。

前
年
比
で
は
全
国
平
均
が

０
・
７
円
良
化
し
た
。
た

だ
依
然
、
12
県
は
マ
ー
ジ

ン
悪
化
と
な
り
、
特
に
高

知
は
６
・
３
円
も
の
大
幅

減
が
今
月
も
発
生
し
た
。

　

粗
利
推
計
の
10
円
割
れ

の
エ
リ
ア
は
30
道
府
県
、

前
月
比
で
は
縮
小
し
た
が

依
然
、
大
勢
の
エ
リ
ア
が

一
桁
マ
ー
ジ
ン
に
沈
む
。

四
国
は
４
県
と
も
10
円
割

れ
。
最
低
水
準
は
茨
城
の

５
・
３
円
と
な
っ
た
。
こ

の
粗
利
推
計
幅
の
算
定
基

準
と
な
る
エ
ネ
庁
小
売
市

況
調
査
は
フ
ル
Ｓ
Ｓ
も
対

象
に
含
ま
れ
る
た
め
、
セ

ル
フ
の
多
い
激
戦
地
の
実

勢
値
は
よ
り
低
マ
ー
ジ
ン

に
陥
っ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。
軽
油
の
小
売
全
国
平

均
は
前
月
比
１
・
２
円
高

の
１
０
０
・
２
円
に
値
上

が
り
。
粗
利
推
計
は
前
月

比
０
・
１
円
悪
化
、
前
年

比
２
・
７
円
良
化
の
18
・

５
円
。
ま
た
、
灯
油
店
頭

（
㍑
当
た
り
）
は
０
・
５

円
高
の
62
・
３
円
。
粗
利

推
計
は
前
月
比
０
・
９
円

悪
化
、
前
年
比
０
・
９
円

良
化
の
13
・
２
円
。

業転格差5.0円に縮小

粗利２桁割れ続く

卸

先
物
高
騰
で
0.2
円
差
に

原
油
４
ヵ
月
連
続
値
上
が
り

小　売

依
然
大
半
が
10
円
割
れ

粗
利
幅
12
都
県
で
悪
化

ソ 灯 推ガ ・ のリ 在油 移ン 庫

monthly data�le 5 2016
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ガソリン 灯　　油 軽　　油
4月卸 5月小売 4月卸 5月小売 4月卸 5月小売

北海道 99.5 4.8 117.3 2.1 41.8 0.8 58.6 -0.1 43.9 2.5 100.2 1.5
青 森 99.6 5.0 116.9 1.1 42.5 0.8 54.5 0.4 43.7 3.1 98.0 0.6
岩 手 100.2 4.6 116.6 1.2 43.3 0.5 53.8 0.1 44.5 1.4 96.3 0.3
宮 城 99.3 5.2 116.2 1.7 42.4 1.9 54.9 0.4 43.1 3.2 96.1 0.7
秋 田 99.7 3.6 116.5 0.6 42.6 -0.5 55.5 -0.1 44.2 0.9 102.3 -0.4
山 形 99.3 5.0 120.7 2.6 42.4 0.7 56.3 0.7 43.5 1.3 105.4 0.9
福 島 99.0 4.1 119.9 3.5 42.5 0.7 56.7 0.8 43.7 1.1 100.3 2.5
茨 城 100.0 5.1 115.7 2.9 44.5 2.5 57.2 0.6 44.9 2.6 95.0 1.6
栃 木 100.4 5.1 118.4 4.0 43.4 2.1 60.6 0.6 44.7 3.0 99.7 1.5
群 馬 100.2 5.1 116.3 2.6 44.6 2.5 58.9 0.1 45.1 3.3 97.9 0.6
埼 玉 98.2 4.8 114.4 2.6 42.5 1.5 59.7 0.2 42.4 2.9 93.7 0.4
千 葉 97.5 4.2 114.5 2.2 42.9 1.0 62.1 0.2 42.2 1.8 94.6 0.7
東 京 98.3 4.5 122.0 1.9 43.2 0.6 72.6 0.2 42.7 1.5 103.7 0.7
神奈川 97.9 4.6 117.3 2.7 42.7 0.8 66.0 0.3 42.7 2.3 97.4 1.0
新 潟 100.3 4.8 116.1 1.1 43.4 1.1 61.2 0.1 44.5 2.9 100.8 0.6
長 野 100.7 5.1 121.9 2.3 44.1 1.2 58.8 0.4 45.2 2.5 102.9 1.3
山 梨 100.0 4.0 119.5 3.6 44.0 0.8 62.0 0.9 44.4 1.4 97.2 0.9
静 岡 99.6 5.0 119.5 2.4 44.3 1.4 69.8 1.6 43.9 2.8 102.0 1.6
愛 知 97.5 4.1 117.0 2.3 42.0 0.6 64.1 0.5 41.8 1.5 98.3 1.8
岐 阜 98.3 4.9 120.1 2.4 42.0 0.9 59.2 0.5 42.8 3.4 101.2 1.4
三 重 98.8 5.1 118.2 2.1 43.0 1.3 63.5 0.5 43.2 3.1 103.1 1.2
富 山 100.1 4.0 120.8 1.8 43.1 -0.2 63.5 0.5 44.0 1.2 102.4 0.4
石 川 100.3 4.1 116.8 3.1 43.7 0.7 56.5 0.8 44.9 2.9 96.6 1.1
福 井 101.0 5.0 120.8 3.1 45.8 1.6 62.4 1.2 45.0 1.8 102.0 1.6
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ガソリン 灯　　油 軽　　油
4月卸 5月小売 4月卸 5月小売 4月卸 5月小売

滋 賀 98.8 4.3 119.5 4.8 43.4 1.0 63.8 0.9 43.2 2.0 97.9 1.9 
京 都 98.8 3.7 120.7 2.3 43.5 0.4 68.9 0.4 42.8 0.7 102.5 1.6 
奈 良 98.8 4.5 119.2 2.7 43.4 1.0 60.2 0.7 43.8 2.0 102.1 1.7 
大 阪 98.4 4.7 117.4 3.6 42.8 0.9 63.9 0.3 42.5 2.2 99.5 1.5 
兵 庫 98.6 4.0 116.8 2.5 43.6 0.9 62.0 0.1 43.1 1.8 99.3 0.7 
和歌山 99.9 5.1 119.5 1.0 43.8 1.7 62.9 -0.2 44.4 3.2 98.5 -0.5 
鳥 取 100.1 4.2 117.5 2.2 44.7 1.2 63.2 0.1 44.6 1.6 102.1 0.4 
島 根 99.8 4.4 122.7 2.4 44.8 1.3 68.9 1.0 45.0 2.7 106.8 0.9 
岡 山 98.6 4.8 115.4 0.4 42.5 0.8 60.1 0.2 42.9 2.7 96.1 -
広 島 99.0 4.2 117.5 2.2 43.6 1.3 63.3 0.9 43.9 2.7 102.2 1.2 
山 口 98.3 3.9 119.0 3.4 42.9 1.8 63.7 0.9 43.5 3.0 103.2 2.2 
徳 島 99.6 4.1 116.2 3.8 44.5 2.6 59.1 0.7 44.8 3.2 95.0 2.1 
香 川 98.4 4.9 117.3 4.5 42.5 1.0 57.3 0.1 42.8 2.4 97.3 1.1 
愛 媛 98.9 4.2 118.6 2.3 42.8 0.6 63.1 0.8 43.4 1.5 99.4 2.0 
高 知 99.3 3.9 118.3 8.4 43.9 0.4 62.3 1.3 43.9 1.5 101.4 7.8 
福 岡 99.4 4.5 119.8 3.1 42.8 1.2 61.1 0.9 43.8 2.3 99.5 1.6 
佐 賀 98.7 4.7 121.7 3.2 42.5 0.6 66.4 1.2 42.3 1.9 103.8 1.5 
長 崎 99.9 5.3 126.7 1.9 43.2 1.2 70.7 0.7 44.8 3.6 110.7 1.1 
熊 本 99.2 4.5 118.3 2.1 43.7 1.9 60.8 -0.2 43.9 2.6 98.2 0.7 
大 分 98.7 4.8 122.0 3.2 42.7 1.5 65.5 1.3 43.0 3.7 103.0 1.7 
宮 崎 98.6 4.1 116.9 2.5 42.1 1.4 65.1 0.2 43.2 3.1 101.0 -
鹿児島 99.5 4.5 126.8 2.3 43.6 0.7 72.3 0.5 43.7 2.0 108.1 0.8 
沖 縄 97.1 5.7 125.2 2.6 43.6 1.9 76.3 3.0 47.6 4.4 104.3 1.3 
全 国 99.2 4.6 118.7 2.6 43.2 1.1 62.3 0.5 43.6 2.3 100.3 1.2 

卸価格、軽油は税抜き （単位：￥／Ｌ）

格
価

指
標

国内指標ＦＯＢ 原油ＣＩＦ ＳＳ店頭価格 卸価格（軽油は税抜き） 先物最期近物

ガソリン 灯油 軽油 ガソリン 灯油 軽油 ガソリン 灯油 軽油
（＄/Ｂ）（￥/Ｌ）（＄/Ｂ）（￥/Ｌ）（￥/Ｌ）（￥/Ｌ）（￥/Ｌ）（￥/Ｌ）（￥/Ｌ）（￥/Ｌ）（￥/Ｌ）（￥/Ｌ）（￥/Ｌ）

14年5月 105.74 68.39 109.16 70.11 165.5 106.6 143.9 144.8 86.7 90.4 83.35 77.94 82.68 
15年5月 63.58 48.69 59.35 44.60 141.6 84.7 120.6 122.8 66.2 66.2 63.17 58.71 58.61 
6月 61.78 48.48 64.05 49.57 144.2 84.9 122.6 124.9 67.5 68.3 64.84 59.37 59.80 
7月 56.17 43.89 63.80 49.36 144.0 85.5 122.4 121.1 64.1 64.7 60.10 54.76 55.31 
8月 47.69 37.26 59.03 46.10 138.4 83.0 117.4 115.0 58.2 58.5 53.50 49.11 49.13 
9月 45.37 34.60 51.27 38.99 135.2 80.4 113.7 113.5 55.0 53.8 50.40 48.20 46.12 
10月 45.84 34.91 47.92 36.16 133.9 78.6 112.3 112.2 54.6 53.2 49.06 49.02 45.78 
11月 41.69 32.40 47.45 36.21 131.7 76.1 110.8 109.0 55.0 55.8 47.36 47.33 43.81 
12月 34.59 26.73 43.52 33.57 125.8 72.4 107.8 102.9 49.2 53.2 42.46 40.55 39.77 

16年1月 26.79 20.11 36.94 27.77 117.9 65.5 102.4 95.6 41.3 46.5 34.40 31.60 34.82 
2月 29.30 21.39 30.45 22.47 113.1 61.6 98.3 94.1 43.2 43.7 33.77 32.73 38.39 
3月 35.13 25.20 32.01 22.78 112.6 61.0 97.3 94.6 42.1 41.3 36.55 33.66 36.29 
4月 39.06 27.23 36.97 25.86 116.2 61.8 99.1 99.2 43.2 43.6 40.45 37.74 34.82 
5月 44.26 30.66 - - 118.7 62.3 100.3 ☆101.5 ☆44.8 ☆45.2 42.88 37.95 38.40 

最近値 46.61 30.94 41.07 28.07 119.9 62.5 100.8 ☆103.3 ☆45.4 ☆46.6 46.10 41.84 41.80 
☆は本紙推計

ソ

連

ガ

関

リ

指
標

ン

精製卸の総コスト（海上：ＳＳ渡し格差調整済み） 卸指標別の小売りの粗利（全国平均小売価格比）
東商取 京浜業転 ボトム仕切 全国平均 全国最低 東商取 京浜業転 ボトム仕切 全国平均 全国最低

13年5月 12,590 9,730 12,610 14,260 12,860 12,980 15,840 8,720 11,310 8,470 
14年5月 14,320 16,630 18,980 20,180 18,980 14,280 11,970 5,570 8,420 5,570 
15年5月 14,960 19,110 22,190 22,010 20,610 15,360 11,210 2,780 8,310 4,360 
6月 14,940 17,900 20,840 19,870 17,970 13,510 10,550 2,960 8,580 5,830 
7月 16,820 11,760 13,350 16,280 14,880 11,670 16,730 10,930 12,210 9,400 
8月 16,670 10,980 9,220 14,770 12,470 11,230 16,920 13,550 13,130 10,300 
9月 16,700 16,810 16,430 19,900 18,500 14,840 14,730 10,360 11,640 8,290 
10月 16,260 15,260 16,250 21,260 19,460 16,810 17,810 11,840 11,810 8,630 
11月 14,610 13,800 13,270 17,750 16,250 16,080 16,890 12,120 12,940 9,140 
12月 15,420 10,780 9,970 14,160 12,160 12,350 16,990 12,220 13,610 10,030 

16年1月 16,190 7,100 8,940 12,530 11,030 9,930 19,020 11,720 13,590 6,930 
2月 14,760 13,300 12,130 17,650 15,250 13,540 14,990 11,070 10,640 7,950 
3月 12,840 14,480 12,770 16,870 15,570 13,670 12,030 6,970 9,640 4,180 
4月 11,810 15,120 14,110 17,660 15,960 14,200 10,890 6,070 8,350 4,210 
5月 13,680 16,320 13,680 17,900 16,200 12,700 10,060 8,720 ☆8,480 ☆6,200

最近値 15,620 17,720 15,060 16,000 14,300 8,120 6,020 4,510 ☆7,730 ☆5,270
☆は本紙推計

（単位は全て￥／ＫＬ）

給
需

指
標

燃 料 油
販 売 量（ガソリン）（ 灯 油 ）（ 軽 油 ）

原油処理量 ガソリン在庫 灯油在庫

12年度 197,770 56,207 18,884 33,391 2月4週 3,766.1 95.0% 1,694.3 94.6% 1,302.7 105.2%
13年度 193,520 55,419 17,894 34,079 3月1週 3,804.6 96.0% 1,676.8 93.7% 1,205.9 97.4%
14年度 182,951 52,975 16,662 33,583 2週 3,838.9 96.8% 1,766.4 98.7% 1,222.6 98.8%
15年5月 13,676 4,359 534 2,644 3週 3,882.5 98.0% 1,713.0 95.7% 1,167.6 94.3%

6月 13,223 4,194 473 2,808 4週 3,886.9 98.1% 1,687.7 94.3% 1,127.1 91.0%
7月 14,153 4,767 441 2,779 4月1週 3,769.9 95.1% 1,682.3 94.0% 1,145.0 92.5%
8月 14,763 5,088 471 2,800 2週 3,735.8 94.3% 1,752.6 97.9% 1,173.4 94.8%
9月 14,170 4,364 666 2,839 3週 3,702.7 93.4% 1,845.2 103.1% 1,167.3 94.3%
10月 14,543 4,413 1,016 2,987 4週 3,842.5 96.9% 1,845.8 103.1% 1,204.0 97.3%
11月 14,489 4,274 1,416 2,691 5週 3,963.8 100% 1,790.1 100% 1,238.1 100%
12月 17,639 4,744 2,554 3,006 5月1週 3,828.9 96.6% 1,852.5 103.5% 1,367.3 110.4%

16年1月 16,514 4,127 2,741 2,494 2週 3,663.8 92.4% 1,827.1 102.1% 1,417.7 114.5%
2月 16,162 4,045 2,593 2,805 3週 3,357.6 84.7% 1,825.9 102.0% 1,501.1 121.2%
3月 16,505 4,468 2,020 3,020 4週 3,233.0 81.6% 1,821.7 101.8% 1,604.3 129.6%
4月 14,257 4,210 982 2,662 6月1週 3,231.7 81.5% 1,828.7 102.2% 1,613.0 130.3%

（単位は全て千ＫＬ、太字＝100）
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